
分焼直前の体温降下例 (……線は分焼が未だとしたととの仮想体温 )
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指導上の留意点

1)体 温測定時間は毎日決めた時間に朝夕行 分こと。

定時は牛が安静時間帯 とすること。

2)検 温値に異常値が出た ら必ず再検温 t/て、その真偽を確かめること。

3)体温が急に上昇したら、野産の疑いもうるから特に注意すること。

4)|?予智時は律孝午fにも適用す
る。(        _
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日本 短角種離乳子牛 の体 重補 正

背景と特徴

子牛の発育て、母牛の喘育能力、父牛の能力判定、牧野条件を比較することができる。

現在、日本短角種の子牛は月令や性、母牛の年令などに関係をく、現状T比 較 しているのが

一般的でなる。 しか し、月令、性、母牛の年令により子牛の発育値が異なっているので、その

補正値について検討 し、 1つ の目安を得た。

技術の内容

ユ)日 令の補正

210日令体重 =生 時休重 +       鎌 X 210
念日令

生時体重 を測定 していない場合 は、 35町 として計算
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2)性 による補正

雄 の場合   0

(去勢の 〃  +4時 )

雌 の 〃 + 1 8 狩

3)生れた月1/Cよる補=

3月 生れ   0

4月 生れ  +6kタ

4)母 牛の年令に対する補正

子牛出産時の母牛 の明け年令

3  才   + 2 0 町

4      +12

5           --  4

6           -   7

7           -  9

8 ～ 1 0     - 1 5

5)補 正値の計算例

A  t t        B 牛

生後 205日、体重 180降、性 9   生 後 230日、体重 250時、性6

4月生れ、母牛は明け3才      3月 生れ、母牛は明け8オ

(1)日 令の補正  35+180-35x210=184町 (A)35キ
250■ ュュx21o=231均

(2)性 による補正           +18(B)             0

(3)生 まれた 局による補正        + 6(c)              0

律)母 牛の年令に対する補正        +20(D)            -15

補正値 (6の 3月生れの 210日令の体重 )

A  t t  B  t t  C  t t  D = 2 2 3 浄  ・          2 1 ざ 聯

3 指 導上の留意点

1)放 牧体系による碁産 の子牛についての補正値である。

2)母 牛の哺育能力の比較、父牛の能力半t庭、牧野 の条件の比較、等に使用できると思われる。

3),計算の根拠  ・ 農林計算センター 登 録番号 1-27

副次級内観測値数が不揃いな、二重分類データの解析 (横内閉牛 )
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